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ゾーナルロータによる Hepatitis B 抗原の分離精製-① 

分離用超遠心機 CP-WX シリーズ ／ P35ZT 形ゾーナルロータ 

 

内 容 

 

現在、B型肝炎ワクチンは遺伝子組換え体により生合成された HB 抗原を精製する方法が主流

となっています。HB 抗原陽性ヒト血漿中の HB 抗原を分離、精製し、不活性化する方法は従来

法でありますが、ワクチン製造法の遠心分離手法を学習する上において、ヒト血漿からの分離

方法は一つのモデルケースとなります。今回は第一段として、高密度液層に血漿を加え、密度

の小さな HB 抗原成分を浮上させる方法を紹介します。 

 文献：「hepatitis B 抗原の分離精製」高橋他、日本臨床、第 32 巻 第 12 号(1974 年)別冊 

 

１．遠心条件 

遠心機：分離用超遠心機 CP-WX シリーズ 

ロータ：P35ZT 形ゾーナルロータ 

回転速度：28,000rpm 

遠心時間：18 時間 

密度勾配液：塩化セシウムの密度が 1.10g/ml(12%(w/w))から 1.30g/ml(30%(w/w))の連    

      続密度勾配液 600ml をロータの中心側に入れる。 

試料：密度 1.32g/ml に塩化セシウムで調整したヒト血漿約 1,100ml 

 

２．結果 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①HB 抗原は浮上して密度 1.15g/ml～1.25g/ml に濃縮される。（No.53～72 の 20 画分、400ml） 

②血清タンパク質は密度 1.26g/ml～1.30g/ml に留まる。 

塩化セシウムの密度

OD280

ＨＢ抗原の活性 

塩化セシウムの密度勾配 



装 置 

 

３．解説 

   HB 抗原の浮遊密度は 1.15g/ml～1.25g/ml であるのに対し、除去すべき血清タンパク質

の浮遊密度は約 1.3g/ml 程度ですので、試料血清（血漿）に塩化セシウム、臭化カリウム

などを溶解し、密度を 1.32g/ml にします。 

   これを遠心し、密度の小さな HB 抗原のみを浮上させ、密度の大きな血清タンパク質と

の分離を行います。この分離は HB 抗原と血清タンパク質との密度の違いを利用したもの

ですので、十分に遠心時間をかけます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   分離用超遠心機 CP-WX シリーズ          P35ZT 形ゾーナルロータ 


